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香香香香川大学と「道の駅」との連携事業川大学と「道の駅」との連携事業川大学と「道の駅」との連携事業川大学と「道の駅」との連携事業についてについてについてについて    

（地域インターンシップの実施）（地域インターンシップの実施）（地域インターンシップの実施）（地域インターンシップの実施）    

    

香川大学では、平成 25年度より、文部科学省の大学改革推進事業のひとつ、「地（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ

事業）」に採択され、自治体と連携し、全学的に地域を志向した教育・研究・地域貢献に取り組んでおり、全学部の

学生が参画できる「瀬戸内地域活性化プロジェクト」により、自治体連携事業を体系的に推進しています。 

将来の地域活性化の担い手となる人材を育成・確保するためには、現場での活動を通して、実際的な知識

や技術を学ぶことが重要です。 

この度、香川大学の全学共通科目の一つである「地域インターンシップ」の授業の一環で、香川県内の２

つの道の駅を舞台に、昨年に引き続き連携企画型のインターンシップを実施することになりました。 

この取り組みは、将来の地域活性化の担い手となる人材を育成・確保するとともに、「道の駅」と大学が

地域活性化の拠点を目指して進化を遂げるため、お互いのニーズを確認し、付加価値を創出する企画・立案

等を実施するものです。（詳細については別添資料をご参照ください。） 
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◆実施期間 

 ・平成 28 年 4 月～9月末（なお、10月以降も引き続き活動を行う場合もあります。） 

◆場所 

 ・道の駅「たからだの里さいた」（香川県三豊市財田町） 

・道の駅「小豆島ふるさと村」（香川県小豆郡小豆島町） 

◆大学と連携して取り組む内容 

 ①「道の駅」の新たな施設案内板の企画立案 

・「道の駅」の詳細な施設案内板について、内容や設置場所、インバウンド向けの多言語表記などを

企画立案 

②温泉などの既存施設を活用した集客方法の提案 

  ・既存施設の利用実態を調べたうえで、利用促進方法について提案 

 ③「道の駅」販売商品等の開発 

  ・地場産品を活かし、「道の駅」オリジナル商品の開発                 

など 

【ご参考】昨年度の取り組みについて 

  http://www.skr.mlit.go.jp/road/rstation/eki.html#!page5 

 

 

●取り組み内容に関する問合せ 

国立大学法人香川大学 地域連携戦略室  特命講師 山田 香織 

  〒760-8521 香川県高松市幸町 1番 1 号  ℡：087-832-1938（直通） 

※不在の場合は℡：087-832-1276（担当：松坂） 

 

●制度に関する問合せ 

  国土交通省 香川河川国道事務所    事業対策官 金滝 和彦  

（℡：087-821-1561（代表）） 



≪実施内容≫

①「道の駅」の新たな施設案内板の企画立案
・「道の駅」の詳細な施設案内板について、
内容や設置場所、インバウンド向けの多
言語標記などを企画立案

②温泉など既存施設を活用した集客方法の提案
・既存施設の利用実態を調べたうえで、利
用促進方法について提案

③「道の駅」販売商品等の開発
・地場産品を活かした「道の駅」オリジナ
ル商品の開発

など

「道の駅」と香川大学との連携

香川県内の2つの「道の駅」※と香川大学の学生が連携して、「道の駅」の商品開発等
を行います。 ※｢たからだの里さいた｣(三豊市)､｢小豆島ふるさと村｣(小豆島町)

【香川大学】
香川大学（所在地：香川県高松市）は、6学部、8研究科を擁した総合

大学として、個性と競争力を高めるために「地域に根差した学生中心
の大学」をめざしています。

また、地域貢献では、文部科学省の大学改革推進事業のひとつ、
「地（知）の拠点整備事業」において、平成25年度に採択され、全学

的に県内自治体が連携し、離島振興や街の活性化、定住促進対策
などの地域活性化に取り組んでいます。

≪具体的な活動内容≫
【新たな施設案内板の企画立案】
○「たからだの里さいた」は、2015年度に香川県内初の重点道の駅に選定され
ました。これに伴い、諸外国からの来訪も視野に入れ、「道の駅」エリア内の
施設の案内表示の充実などを検討します。

○「小豆島ふるさと村」では、「道の駅」案内看板におけるインバウンド向け多言
語標記の検討だけではなく、看板の設置場所等についても町の国際アドバ
イザーと連携しながら、検討します。

【既存施設の利用促進方法の提案】
○「たからだの里さいた」には、日帰り温泉施設「環の湯」がありますが、利用者
が少しずつ減少している現状を踏まえ、将来を見据えた経営戦略として、こう
した既存施設の利用促進策の提案を行います。

【商品開発】
○ 「たからだの里さいた」の物産館では地
元の多くの農産物が販売されています
が、オリジナル商品がありません。
先進事例や昨今の消費行動等を把握
したうえで、地
場産品を使った
オリジナル商品
の開発を行いま
す。

三豊ナスの
甘酢付け

「たからだの里さいた」の現在
の案内マップ

「ふるさと村」での打ち合わ
せの様子(H28年度）

温泉施設「環の湯」地元農産物



「道の駅」と香川大学との連携（案）
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香川県内の「道の駅」位置図


